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1冬季企画季企画～ ｢津山藩の武具｢津山藩の武具藩 武展 一残された文書から－’一残された文書から－’

を開催しました。を開催しました。
ワ■

【会期】令和3年2月20日（土）

～3年3月21日（日）

津山藩主松平家が所持していた武具、ま

た、戦いのために津山城に備えられていた

武具について、津山藩松平家文書の中に残

されていた文書を中心に紹介しました。

甲冑や刀剣、そして文書など、興味深く

見入っておられました。

展示風景

L

r~‐

春季企画展「古い写真でみる津山の鉄道展」

を開催しました。

季 古展 鉄 展

■ 』

【会期】令和3年4月1日（木）～5月9日（日）

春の観光キャンペーンに合わせ、江見写真館所蔵の古写真の中から鉄道関係の写真を集め、沽い写

真でみる津山の鉄道展」を開催しました。

かつての津山駅や東津山駅の写真、姫津線全通記念で行われた勧業振興大博覧会の写真など、大正

時代末から昭和初期にかけての津山の鉄道の風景が写された写真を中心に展示しました。また、津山市

を中心とした観光地を描いた吉田初三郎の「津山市烏傲図」は、見学者の目を引いていました。

’

鯉
一

一

』

一

一

一一
今
●
一
一
一
一
『
１
画
Ｂ
Ｈ

－
崔 |蕊灘謹

回I

上 一一

一
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一
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唖←
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〕展示風景 吉田初三郎津山市烏傲図
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、「 一刺繍の魅力一」｢世界の布Ⅱ世 布界ミニ企画展

を開催します。す
ワ■

【会期】令和3年7月31日（土）

～9月5日（日）

【会場】津山郷土博物館3階

展示室の一部

布は生活になくてはならないものです。 「衣」に

なるもの､｢袋」になるもの､様々な用途があり､人々

にとって-番身近な存在と言えるかもしれません。

今回のミニ企画展では花の刺繍をあしらったスザ

ニを中心に展示します。スザニとは、主にウズベキ

スタンで制作されてきた大型の刺繍布で、壁掛け

や掛布などとして使用されてきました。また、スザ

ニは花嫁道具の一つで、一族の女性達が分担して

刺繍をしたと言われています。

大胆な色使いと繊細な刺繍を楽しんでいただけれ

ばと思います。

スザニ

ノ

司■ 開講中です。開講中です。す史講座歴
』

今年度は、元館長尾島治氏を講師に

お迎えし、 「｢江戸一目図」を読み解く一

｢江戸一目図」に見る江戸の社会とくら

し一」と題して歴史講座を開催していま

す。江戸一目図の画像を拡大しながら、

当時の人々の暮らしなどについて解説し

ていただきます。

（※今年度の申込みは終了しました｡）

新型コロナウィルス感染予防のため、

受講人数を減らし、換気などの対策を

行っています。

－

－－ママ、

一

漢 】｡＝

ー■■■

猯‐
笏一

一
一

盲

1

M 1一

画

上1

歴史講座の様子

一一ノ

3
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「

1文化財めぐり文化財めぐりめ鋼21回鋼21回 ～日上から国分寺の遣跡をめぐる～～日上から国分寺の遣跡をめぐる～
可 」

●河辺公民館一日上天王山古墳・日上畝山古墳群一美作国分尼寺跡一

国分寺飯塚古墳一美作国分寺跡一河辺公民館

令和3年3月20日（±）日上・国分寺地域の遺跡を中心にめぐりました。当日はどんよりとした天気

でしたが、最初に美作最古の前方後円墳である日上天王山古墳や円墳が群集する畝山古墳群を見学し、

北端にある「古家」の碑（明治5年に開墾により

鏡などが出土した事を記す）まで足をのばすこと

ができました（草刈されていたのでとても歩きや

鰯
すかつたです)。その後、美作国分尼寺跡、飯塚

古墳や整備予定の美作国分寺跡などをめぐり、解

散場所の河辺公民館についた頃にちょうど雨が降

り出したので、文化財めぐり自体は無事に終了す

ることができました。往復4kmほどの比較的歩き

やすい行程で、古墳や古代の寺院跡などの文化財

を散策することができました。

麺
鰐･一琴

》 」

L－－

■文化財めぐり文化財めぐりめ第122回第122回 ～皿･平福周辺の遣跡をめぐる～～皿･平福周辺の遣跡をめぐる～
可 ワ

●佐良山公民館一佐良神社一煙硝蔵一門の山・寺山古墳群一丸山遣跡一佐良山公民館

令和3年5月15日（土）皿・平福周辺の遺跡を中心にめぐりました。天気にもめぐまれ、最初の佐良

神社から煙硝蔵までがかなり急な上り坂で、汗ばむ陽気のなか木立の合間を通って、煙硝蔵にたどり着

きました。煙硝蔵の中は逆に涼しく古墳を再利用したものや大規模なものもあり、中にコウモリが潜んで

いてー同驚きました。門の山古墳群は、小

規模な円墳で横穴式石室が採用される前の

古墳です。これまでに数基が調査されてお

り､その時の話をふまえ解説しました。また、

丸山遺跡は弥生時代の墳墓で、吉備地方の

墳墓によく見られる特殊器台が出土した市

内でも珍しい遺跡です。往復3km程の行程

で、今回はかなりの高低差がありましたが、

弥生時代から古墳、近世にいたる遺跡を見

学することができました。

_－ノ蓮

4
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査
に
か
か
わ
っ
た
。
そ
の
際
、
墳
墓
群
か
ら
ガ
ラ

ス
製
の
管
玉
が
Ⅳ
点
出
土
し
、
そ
の
内
の
１
点
が

破
損
し
て
い
た
た
め
、
成
分
同
定
の
分
析
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
た
。
成
分
分
析
の
結
果
、
「
漢
青

宙
四
○
匡
四
ら
一
・
）
」
と
呼
ば
れ
る
顔
料
が
検
出
さ
れ
、

平
成
十
二
年
当
時
、
日
本
で
最
初
に
発
見
と
新
聞
で

も
話
題
に
な
っ
た
（
註
１
）
。
こ
れ
ら
ガ
ラ
ス
管
玉

を
中
心
に
市
内
出
土
の
弥
生
時
代
装
身
具
に
つ
い
て

も
紹
介
し
た
い
。

資
料
紹
介

こ
の
ガ
ラ
ス
管
玉
は
、
平
成
七
年
に
調
査
し
た

れ
た
。
筆
者
は
津
山

総
合
流
通
セ
ン

タ
ー
（
現
津
山

産
業
・
流
通
セ

ン
タ
ー
）
建
設

に
伴
い
、
弥
生

時
代
の
集
落
及

び
墳
墓
群
の
調

は
じ
め
に

津
山
郷
土
博
物
館
１
階
の
弥
生
時
代
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
ガ
ラ
ス
製
の
管
玉
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
写

真
１
）
。
三
十
数
年
ぶ
り
の
常
設
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
初
め
て
展
示
さ

考
古
資
料
こ
の
一
点
①
ｌ
有
本
遺
跡
の
ガ
ラ
ス
管
玉
Ｉ

垂塑、
ー〉

毫等一、
i 型甦-

写真1 ガラス管玉

有
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
（
図
１
１
１
、
註
２
）
。

本
遺
跡
は
、
約
１
４
０
基
の
土
墳
墓
や
土
器
棺
加
基

が
検
出
さ
れ
た
弥
生
時
代
後
期
の
墳
墓
群
で
あ
る
。

そ
の
内
の
土
墳
墓
岨
か
ら
Ⅳ
点
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

た
。
副
葬
品
は
こ
の
ガ
ラ
ス
管
玉
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
出
土
状
況
か
ら
、
一
連
の
も
の
と
し
て
首
な
ど
に

か
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
約
１

４
０
基
の
多
く
の
土
墳
墓
が
副
葬
品
が
ほ
と
ん
ど
無

く
、
ま
た
ガ
ラ
ス
管
玉
が
出
土
し
た
土
壌
墓
も
決
し

て
大
き
な
も
の
で
も
な
い
。
ガ
ラ
ス
管
玉
は
、
青
白

色
で
ガ
ラ
ス
を
ら
せ
ん
状
に
ね
じ
っ
て
棒
状
に
し
て
、

そ
れ
を
長
さ
約
２
叩
間
隔
で
切
っ
て
整
形
さ
れ
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
巻
き
技
法
（
註
３
）
で
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
ら
せ
ん
状
の
模
様
が
連
続
す
る
事
が
確

認
で
き
た
（
註
４
）
。
ま
た
、
分
析
結
果
か
ら
鉛
バ

リ
ウ
ム
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
て
い
た
（
註
５
）
。
ち
な

み
に
こ
の
漢
青
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
の

彩
絵
陶
器
な
ど
の
着
色
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
註
６
）
。

津
山
市
内
出
土
の
弥
生
時
代
装
身
具

津
山
市
内
の
弥
生
時
代
の
装
身
具
を
ま
と
め
た
の

が
表
１
で
あ
る
。
装
身
具
は
大
き
く
、
勾
玉
、
管
玉
、

小
玉
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
材
質
が
、
ガ
ラ
ス
や

碧
玉
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
勾
玉
は
荒
神
峪
遣
跡
住

居
跡
６
（
図
１
１
肥
、
乳
緑
青
色
、
註
７
）
の
ガ
ラ

蝋
一
垂

碧玉製
一

管玉

ガラス製

勾玉｜管玉｜小玉
| l

時期 註図1潰跡･潰構名 点数

中期･後半
中期･後半

中期･後半
中期･後半

中期･後半

中期･後半

後期･前半
後期･前半
後期･後半
後期･前半
後期･前半
後期･後半

後期･後半
後期･後半

後期･後半
後期･後半

男戸嶋遺跡住居跡3

住居跡6
包含層

11

10

１
’
１
’
１
｜
羽
－
１
’
１
｜
妬
－
２
’
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
－
４
ｌ
ｒ
－
１

①1

1

23

9

12～15

16

17

18～21

22～23

24

25

26

8

2

3～6

1

7

②
｜
③
｜
④
｜
⑤

西吉田遺跡士轆墓3

沼遺跡A住居趾
高橋谷遺跡3号住居趾
荒神峪遣跡住居跡6

5
Ⅱ■■■

1

ｌ

ｌ 躯
－
２
｜
Ｉ

1

野村高尾遺跡住居趾1
士塘墓

⑥

⑦
一
⑧

小原B遺跡1号住居趾

大畑遺跡住居趾16

1

小3

３

２
９
１

４
８
１
４
１

跡
墓
墓
墓
墓

居
壌
壌
塘
職

住
士
士
士
士

跡遣本有 1

郷1

⑨31

17 利
幸I

表1 津山市内の弥生時代装身具一覧

5
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４
０

．
１
③
１

２

．
１
，
Ⅲ
Ⅲ
ｕ

◎
１
，
閥
い
５
．
１
③
Ⅷ
＠
開

３

．
Ｉ
ｎ
ｕ
６．
①
９

７

，
１
冊
皿
‐
ｅ
’
而
叫

８

．
１
回

２１

◎
同
川
哩
ｍ

３

．
－
⑪

１

．
両
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ４
劃
５

１

⑨
ｌ
⑰

霞
Ⅲ
曲
、
勘
２

，
？
§

６
１
，
⑨

両
側
凶
３

．
国
。

２

８

，
⑭

侭
Ⅵ
Ｍ
凶
聖
。
③

一

４
〃
地
″
霜
ｅ
卿
隣

一
ｍ
恥
』

◎
I

◎

９

１
戸
汕
叩
仙
哩
い
Ⅱ
仙
那
叩
咄
肥
川
〕-蛎一 O Z1

p

津山市内の弥生時代装身具(S=1 : 1)図1

ス
製
が
唯
一
で
、
ガ
ラ
ス
以
外
で
は
土
製
の
勾
玉
が

大
畑
遺
跡
（
同
１
％
、
註
８
）
な
ど
で
見
ら
れ
、
こ

の
例
は
丁
字
頭
で
先
端
に
刻
み
目
が
見
ら
れ
る
な
ど

忠
実
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

管
玉
は
ガ
ラ
ス
製
で
は
荒
神
峪
遣
跡
住
居
跡
６

（
同
’
四
、
乳
緑
青
色
）
や
有
本
遺
跡
土
壌
墓
旧
（
同

１
３
、
水
色
）
、
碧
玉
製
で
は
男
戸
嶋
遺
跡
住
居
跡

６
（
同
１
ｍ
）
や
西
吉
田
遺
跡
土
墳
墓
３
（
同
Ｉ

ｕ
．
Ｂ
、
註
９
）
が
あ
る
。
た
だ
し
ガ
ラ
ス
製
も
本

例
の
よ
う
な
技
法
の
も
の
で
は
な
い
。
碧
玉
製
は
長

さ
が
２
ｍ
を
超
え
る
も
の
と
１
叩
程
の
２
種
類
が
あ

る
。
小
玉
は
い
ず
れ
も
ガ
ラ
ス
製
で
、
有
本
遺
跡
士
墳

墓
皿
（
同
１
４
～
６
、
青
色
）
、
西
吉
田
遺
跡
士
墳

墓
３
（
同
１
Ｍ
・
脂
、
青
色
・
淡
青
色
ほ
か
）
、
荒

神
峪
遣
跡
住
居
跡
６
同
Ｉ
別
・
幻
、
淡
青
色
・
濃

青
色
）
な
ど
類
例
は
比
較
的
多
い
。
色
調
は
淡
青
色

と
濃
青
色
な
ど
が
あ
り
、
大
き
さ
に
も
か
な
り
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
荒
神
峪
遣
跡
住

居
跡
６
は
ガ
ラ
ス
製
勾
玉
・
管
玉
・
小
玉
が
計
妬
点

出
土
し
特
異
な
住
居
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
同
遺
跡
の

別
の
住
居
跡
ｕ
か
ら
は
、
類
例
が
非
常
に
少
な
い
銅

釧
（
註
皿
）
が
出
土
す
る
な
ど
、
弥
生
時
代
の
集
落

遣
跡
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
。

時
期
的
に
は
、
男
戸
嶋
遺
跡
や
西
吉
田
遺
跡
な
ど

が
中
期
の
後
半
で
一
番
古
く
、
壁
玉
製
の
管
玉
、
ガ

ラ
ス
製
の
小
玉
・
管
玉
が
見
ら
れ
、
荒
神
峪
遣
跡
や

小
原
Ｂ
遺
跡
な
ど
が
後
期
の
前
半
で
ガ
ラ
ス
製
の
勾

玉
・
管
玉
・
小
玉
が
、
有
本
遺
跡
な
ど
が
後
期
の
後

半
で
碧
玉
製
の
管
玉
、
ガ
ラ
ス
製
の
管
玉
・
小
玉
が

た
だ
吉
備
地
方
南
部
で
は
、
同
様
な
技
法
の
も
の

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
山
陰
地
方
に
類
例

が
多
く
見
ら
れ
、
特
に
大
山
墳
墓
群
の
見
ら
れ
る
丹

ガ
ラ
ス
管
玉
に
つ
い
て

本
例
と
同
じ
巻
き
技
法
の
ガ
ラ
ス
管
玉
に
つ
い
て

知
見
で
は
、
類
例
は
県
内
で
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
（
註
Ⅱ
）
た
め
、
県
外
の
類
例
を
中
心
に
若
干
考

え
て
み
た
い
。

類
例
は
、
報
告
書
で
も
述
べ
た
烏
取
県
門
上
谷
１

号
墓
第
１
主
体
（
図
２
１
１
、
註
旭
）
、
同
第
ｕ
主

体
（
同
１
２
、
註
ｕ
）
や
京
都
府
大
山
８
号
墓
第
１

主
体
（
同
１
３
、
註
Ｂ
）
が
あ
る
。
門
上
谷
１
号
墓

は
本
例
よ
り
長
さ
径
と
も
一
回
り
大
き
く
、
成
分
は

鉛
バ
リ
ウ
ム
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。
大
山
８
号
墓
の
も
の

は
本
例
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
鉛
ガ
ラ
ス
で
あ
る
が

バ
リ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
な
ど
大
き
さ
や
成
分
な
ど
が

異
な
る
が
、
遺
跡
ご
と
に
規
格
が
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

玉

＠
告
峨
川
凹
篭
贈
釦
墓
坊
川

。
‐
１
Ｍ
＃
＃
乢
雛
瀞

３
烏
都
例

◎
河
川
川
型
鵲
溌

１
１
１
１

ｌ
ｌ
ｉ
ｉ

見
ら
れ
る
。
後
期
に
な
り
遺
跡
数
が
増
え
る
傾
向
が

あ
る
が
、
出
土
例
自
体
は
そ
れ
程
多
く
な
い
。

6
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お
わ
り
に

津
山
市
内
の
弥
生
時
代
の
装
身
具
の
紹
介
と
特
に

巻
き
技
法
の
ガ
ラ
ス
管
玉
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。

有
本
遺
跡
の
ガ
ラ
ス
管
玉
の
分
析
か
ら
、
中
国
産
の

鉛
バ
リ
ウ
ム
や
漢
青
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
山
陰
地

方
に
類
例
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
や
丹
後
地
域
で
は

す
で
に
ガ
ラ
ス
生
産
が
中
期
に
は
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
そ
ち
ら
か
ら
の
流
入
の
可
能
性

が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
本
例
の
よ
う
な
鉛
バ
リ

ウ
ム
ガ
ラ
ス
の
管
玉
は
、
日
本
で
再
加
工
さ
れ
た
証

拠
が
な
い
と
す
る
（
註
脂
）
見
解
も
あ
り
、
そ
の
場

合
製
品
自
体
が
海
外
か
ら
流
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

詳
細
な
流
通
経
路
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

た
だ
、
本
例
の
よ
う
な
山
間
部
ま
で
、
様
々
な
も
の

が
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
後
は
そ
れ
を
持
ち
得
た
人
物
の
性
格
な

ど
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
例
の

近
く
で
は
、
玉
類
が
多
量
に
出
土
す
る
住
居
が
あ
っ

た
り
、
銅
釧
な
ど
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
疑
問
に
つ
い
て
は
今
後
の
類
例
の
増
加
を

ま
っ
て
再
検
討
し
た
い
。

後
地
域
で
は
、
海
外
の
原
料
で
ガ
ラ
ス
生
産
が
弥
生

時
代
中
期
に
は
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
（
註
叫
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
山
陰
経

由
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
ガ
ラ
ス
管
玉
以
外
に
も
、
こ
の
時
期
の
土
器

に
山
陰
地
方
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
４
）
綾
野
早
苗
氏
に
ご
教
示
を
得
た
。

綾
野
早
苗
二
○
○
○
「
津
山
市
有
本
遺
跡
出
土
ガ
ラ

ス
管
玉
に
つ
い
て
」
『
古
代
吉
備
第
塑
集
』

（
５
）
肥
塚
隆
保
二
○
○
○
「
有
本
遺
跡
出
土
ガ
ラ
ス
遺
物

の
科
学
的
調
査
」
（
「
田
邑
丸
山
古
墳
群
ほ
か
」
『
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
印
集
』
）

（
６
）
肥
塚
隆
保
二
○
○
二
「
古
代
の
ガ
ラ
ス
」
「
保
存
科

学
概
論
』
京
都
造
形
芸
術
大
学

（
７
）
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
九
「
荒
神
峪
遺
跡
言
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
“
集
』

（
８
）
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
三
「
大
畑
遺
跡
言
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
々
集
」

（
９
）
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
八
五
「
西
吉
田
遺
跡
言
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
町
集
』

（
、
）
岡
山
県
内
で
は
岡
山
市
政
所
遺
跡
の
２
例
が
知
ら

れ
て
い
る
。

岡
山
県
教
育
委
員
会
一
九
九
九
「
加
茂
政
所
遺
跡

ほ
か
薑
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
１
３

註（
１
）
「
津
山
・
有
本
遺
跡
出
土
の
管
玉
顔
料
「
漢
青
」

を
国
内
初
確
認
」
平
成
十
二
年
四
月
九
日
付
け
山

陽
新
聞
朝
刊

（
２
）
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
八
「
有
本
遺
跡
ほ
か
」

『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
“
集
』

（
３
）
藤
田
等
一
九
九
四
一
弥
生
時
代
ガ
ラ
ス
の
研
究
』

藤
田
等
一

（
皿
）
倉
敷
市
向
木
見
遺
跡
に
類
例
が
あ
る
。
調
査
当
時

総
社
市
の
高
橋
進
一
氏
に
ご
教
示
を
得
た
。

（
吃
）
平
川
誠
一
九
八
八
「
紙
子
谷
遺
跡
」
『
定
型
化
す
る

名
著
出
版

8ー

表
１
註

①
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
九
「
男
戸
嶋
遺
跡
ほ
か
」

『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
鮨
集
』

②
註
（
９
）

③
近
藤
義
郎
ほ
か
一
九
五
七
『
津
山
弥
生
住
居
吐
群
の
研

究
』
津
山
市
・
津
山
郷
土
館

④
概
要
は
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
管
玉
は
未
報
告
。
色
調

は
淡
青
色
、
図
面
は
担
当
者
の
資
料
か
ら
引
用
。

中
山
俊
紀
二
○
二
○
「
訂
高
橋
谷
遺
跡
」
「
新
修
津
山
市

史
資
料
編
考
古
』

⑤
註
（
７
）

⑥
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
五
「
野
村
高
尾
遺
跡
」

『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
串
集
」

⑦
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
○
「
小
原
Ｂ
・
稲
荷
遺
跡
」

『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
謁
集
」

⑧
註
（
８
）

⑨
註
（
２
）
、
有
本
遺
跡
の
土
塘
墓
狛
以
外
の
管
玉
・
小

玉
も
今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
以
前
の
墓
制
第
１
分
冊
』
、
註
（
３
）

（
週
）
丹
後
町
教
育
委
員
会
一
九
八
三
「
丹
後
大
山
墳
墓
群
」

「
京
都
府
丹
後
町
文
化
財
調
査
報
告
第
１
集
』

（
脚
）
肥
後
弘
幸
二
○
一
六
「
丹
後
の
ガ
ラ
ス
室
京
都
府

埋
蔵
文
化
財
論
集
第
７
集
』
京
都
府
埋
蔵
文
化
財

調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

定
）
註
（
６
）

輯
夕
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、

「 …柳
※新型コロナウィルスの影響で変更する可能性がありますb

詳細は決定次第ホームページなどに掲載いたしま魂

■特別展・企画展など

。 「古い写真でみる津山の鉄道展」

【会期】4月1日(木)～5月9日（日）

・ミニ企画展「世界の布Ⅱ一刺繍の魅力一」

【会期】7月31日(土)～9月5日（日）

． 「飯塚竹斎（仮） 」

【会期】 10月16日(土)～11月21日（日）

. 「刀剣展（仮） 」

【会期】令和4年2月19日(土)～3月21日（日）

■出版

・特別展図録「飯塚竹斎（仮） 」の刊行

・津山松平藩町奉行日記28の刊行

・令和2年度年報の刊行

■広報活動

博物館だより 「津博」

No.108:5月No.109:8月No.110: 11月No.111

■教育普及活動
・古文書講座全9回

・歴史講座全9回

・夏休み子供歴史講座

・文化財めぐり（友の会） 5月、 1 1月、3月

2月

ｒ
Ⅱ
０
１
１
０
８
■
９
１
４
■
１
９

－－__ノ

、〆 〆 ､

鰯：憎龍瀞瀧纒鴎。

[編集･発行］津山郷土博物館
〒708-0022岡山県津山市山下92

Tel (0868)22-4567Fax(0868)23-9874

E-mail tsu-haku@tvt.ne.jp

[印 刷］有限会社二葉印刷

入館のご案内
[開館時間］午前9:OO～午後5:OO

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(12月29日～1月3日） ・その他

[入館料］一般…300円(30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生…200円(30人以上の団体の場合160円）

65歳以上…200円(30人以上の団体の場合160円）

’
’

’
1

中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です
』

、に ノ ノ

土は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっています6
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